
 

令和６年度 第二回 国営海の中道海浜公園魅力向上推進協議会  
 

日時：令和６年１１月２０日（水） 
   15:00～17:00 
場所：国営海の中道海浜公園事務所 

 
議事次第 

 

１．開会 
 
２．議題 
１）前回協議会での議題、意見等に関する取組状況等 

①令和 6年度上半期 海の中道海浜公園の利用者数の報告 ········· 資料１ 

②「本公園の魅力の一体的な情報発信」及び 
「多様な主体の連携」に関する取り組み進捗の報告················· 資料２ 

 

２）各主体における今年度の取組状況の報告 ···································· 資料３(※) 

（参考資料１～６） 
  ※委員限り 

  

３）その他 
・GPS データを用いた海中の周遊行動分析について ································· 資料４ 

 

３．閉会 
以上 

〇配付資料 
 配席図、規約、参加者名簿、委員名簿、本協議会の進め方 
資料１    令和 6 年度上半期 海の中道海浜公園の利用者数の報告 
資料２   「本公園の魅力の一体的な情報発信」及び「多様な主体の連携」に関する取り組み進

捗の報告 
資料３   各主体における今年度の取組状況 
参考資料１ 取組参考資料（海の中道管理センター） 
参考資料２ 取組参考資料（マリンワールド海の中道） 
参考資料３ 取組参考資料（ザ・ルイガンズ） 
参考資料４ 取組参考資料（青少年海の家） 
参考資料５ 取組参考資料（海の中道パーク・ツーリズム共同事業体） 
参考資料６ 取組参考資料（国営海の中道海浜公園事務所） 
資料４   GPS データを用いた海中の周遊行動分析について 



令和6年度上半期

海の中道海浜公園の利用者数の報告

資料1



1

直近８年間（H29～R6年度）の年間利用者数

○平成29年度から令和1年度までは、年間利用者数250万人前後で推移していたが、新型コロナウイルス感
染拡大に伴う閉園等により令和2，3年度は利用者数が大幅に減少。

○令和4年度に利用者数はコロナ禍前の水準まで回復し、令和５年度は約273万人と歴代２位の利用者数を
記録。令和6年度は10月末現在で約190万人を記録。
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平成30年度～令和6年10月末までの月間利用者数

【R６年度の状況】
○公園全体の利用者数は、昨年度10月末時点よりも若干上回る。

（令和6年度：約190万人。R5年度：約189万人）
〇パークエリアは、令和6年６月から多客期を除いて休園日（火曜）を設定。

その利用者数は、前年度と比較し6月、8月、10月は減少したが、7月と9月は増加。
10月末までの動向から、天候による影響も考えられ、休園日設定による影響は軽微と思われる。
※10月末時点（前年度比-5％）

〇夏季は、サンシャインプールの利用者数が2１万人。
（令和4年度:15.2万人、令和5年度:20.4万人、令和6年度:21.1万人）
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参考：パークエリアの月間外国人利用者数の推移

〇新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、令和1年度末から令和4年度9月頃まで外国人利用者が大幅に減
少。

〇令和4年度10月の入国制限の緩和に伴い、外国人利用者数は徐々に回復。令和5年度はコロナ禍前の令和
１年度の利用者数を上回った。（令和1年度：9.3万人、令和5年度：10.2万人）

○令和6年度はさらに利用者数が増加し、昨年度10月末時点よりも上回る利用者数となっている。
※10月末時点（前年度比＋17％）

○国別で見ると、東アジア（香港、韓国、台湾、中国）からの来訪が多い。
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1

「本公園の魅力の一体的な情報発信」及び
「多様な主体の連携」に関する取組進捗の報告

資料２

前回の協議会（2024年5⽉開催）で本公園の更なる魅⼒向上に向けて協議
した結果、本年度は、「公園の魅⼒の⼀体的な情報発信」及び「多様な主
体の連携」について、優先的に取り組むこととなりました。本資料は、上半
期の実施状況の報告及び今後の取組予定を整理しました。



2

前回協議会の振り返り

○本公園の更なる魅力向上のため、議論していくこととなった10のテーマのうち、

来園者意見（不満・要望等）の分析結果等を踏まえ、本年度は「公園やエリア
の魅力の一体的な情報発信」と「多様な主体が連携した取組」に着目し、優先
的に取り組むこととしました。

公園やエリアの魅力の一体的な情報発信 市民参加の場の創出

多様な主体が連携した取組の強化 企業研修・ワーケーションの拡大促進

復活しつつあるインバウンドの獲得 平日の利用促進

教育、学習の場としての公園の活用 冬季の利用促進

健康増進に寄与する機能の充実 雨天時（屋内型施設以外）の利用促進

：優先的テーマ ：優先的テーマを進めることで関連してくるテーマ

【来園者意見分析を踏まえたテーマの優先性】

○本日の協議会では、前回の協議会以降に、実施してきた新たな取組を中心に
ご報告し、また、今後の予定もお示ししますので、ご意見、ご助言等を頂きた
いと考えています。
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公園やエリアの魅力の一体的な情報発信の取組

○前回の協議会でお示しした、創意工夫した公園PR又は情報発信の取組一覧を更新

しました（赤字）。そのうち、今回ご紹介する取組内容は、表右列に示すとおりです。

※赤字：前回からの変更点
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公園やエリアの魅力の一体的な情報発信の取組

※赤字：前回からの変更点
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多様な主体が連携した取組

○前回の協議会でお示しした、多様な主体が連携した取組の一覧を更新しました（赤字）。
そのうち、今回ご紹介する取組内容は、表右列に示すとおりです。 ※赤字：前回からの変更点

●：主団体 〇：連携団体



多様な主体が連携した取組

●：主団体 〇：連携団体 6
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「公園やエリアの魅力の一体的な情報発信」の取組報告

【取組報告1】うみなかたびポータルサイトの改定

マップ上の施設名を
クリックすることでHP
へのアクセスが可能

クリックすると

トップページ下部にリンク集を設けておりましたが、新たにトップページのマップ上から各機関の
サイトにアクセスできるよう改定し、サイト間の移動における利便性が向上しました。
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「公園やエリアの魅力の一体的な情報発信」の取組報告

【取組報告2】韓国インフルエンサーを活用したSNS発信

リール（短い動画）による
公園内の紹介を投稿

韓国語による公園施設や
所在地などの紹介

投稿実績（2024/5/31時点）
1本目（2024/5/14投稿）
動画再生数：2万回
いいね数：247
リーチ数：7,740人

2本目（2024/5/20投稿）
動画再生数：2.5万回
いいね数：314
リーチ数：9,428人

※リーチ数：投稿を目にした実人数

韓国の旅行系の投稿を行うインフルエンサーとタイアップし、公園紹介のリール動画を投稿、２
回の投稿でそれぞれ2万回以上の動画再生実績が確認されました。
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「公園やエリアの魅力の一体的な情報発信」の取組報告

【取組報告3】公園公式Facebookで多言語対応

公園の紹介文に
英語版を記載

公園の英名を記載

中国語、韓国語、英語の
ハッシュタグを使用

投稿本文を4か国語で対応

Facebookの公園公式アカウントにてアカウントに英名の公園名、紹介文を掲載。投稿には中
国語、韓国語、英語のハッシュタグや投稿本文を掲載し、インバウンドに対応しました。
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【取組報告3】公園公式Facebookで多言語対応

多言語対応した投稿
に多くの外国人からの
リアクションがある

公園に対するレビュー
も多くの外国人による

投稿がある

「公園やエリアの魅力の一体的な情報発信」の取組報告

多言語対応した投稿には多くの外国人から「いいね」等のリアクションがあり、公園全体に対す
るレビューにも外国人からの投稿が寄せられています。
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「公園やエリアの魅力の一体的な情報発信」の取組報告

【取組報告4】公園ガイドマップの更なる活用

カテゴリ別に検索可能

視覚的にわかりやすく、また、施設などをカテゴリやキーワードで検索可能なデジタルマップ（メ
タマップ）を構築し、試験運用を開始しました。

クリックすると

該当施設の詳細を閲覧できる
（関係機関はHPのリンクも掲載）
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「公園やエリアの魅力の一体的な情報発信」の取組報告

【取組報告5】駐車場の混雑状況の発信

投稿時の混雑状況
をマップにて提示

出庫時の注意も
アナウンス

駐車場のリアルタイムな混雑状況をSNSアカウントにて投稿。出庫のピーク時間の予想等も記
載し、混雑の緩和を図っています。メタマップにも駐車場の空車状況を掲載しております。

駐車場の空車情報を「空
車」「混雑」「満車」の3段階

でメタマップに掲載

クリックすると

駐車場の基本情報に加え、
情報の更新時間を掲載
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【取組報告6】水族館と公園入園券のセット販売

クリックすると

「多様な主体が連携した取組」の取組報告

公園HPにセット販売
の広告を掲載

マリンワールドHPにセッ
ト販売のリンクを掲載

外部サイト（アソビュー）
のセット券販売ページに

移動

公園の入場料とマリンワールドの入館料がお得になるセット販売を実施。
各サイトに外部の購入ページへアクセス可能なリンクを掲載。
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「多様な主体が連携した取組」の取組報告

【取組報告7】バス＆チャリ旅の開催

スタッフの先導でサイクルツアー
を実施

スタッフによる志賀島神社
の解説

周辺地域の魅力と連携した取組として、西鉄と協力し、自転車を積載可能な「サイクルカーゴ」
を用いたサイクルツアーを実施。志賀島等をめぐるコースでツアーを行いました。

バス＆チャリ旅のプレスリリース
を公園HPに掲載
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「多様な主体が連携した取組」の取組報告

【取組報告8】他機関のスタッフとの連携

イベントの共同開催や、相互間での機材、施設の提供を行い、関係機関の連携、スタッフ間連
携を積極的に行っています。

ナイトミッション星空観察会の開催
（P-PFI、海の家、管理センター）

ホテル宿泊者へのキックボードの
貸し出し（ルイガンズ、管理センター）

ナイトドッグランの開催
（P-PFI、管理センター）

水族館を使用した貸し切りパーティー
プラン（マリン、ルイガンズ）

水辺の生き物観察会の開催
（マリン、管理センター）

水族館を使用したウェディングプラン
（マリン、ルイガンズ）
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「多様な主体が連携した取組」の取組報告

九州UMIアカデミーの開催
（マリーナ、マリン）

獣医の派遣
（マリン、管理センター）

海辺と森の観察会の開催
（マリン、管理センター）

九州UMIアカデミーの開催
（マリーナ、海の家）

筥崎宮夏越まつりへのブース出展
（管理センター、マリン、海の家、

ルイガンズ、PPFI）

ビオトープ観察会の開催
（マリン、管理センター）
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今後の予定

１．公園やエリアの魅力の一体的な情報発信

■関係機関全体
①駐車場情報発信の強化（アプリなどの発信方法をサービス向上・利用促
進部会で検討）

■管理センター
②公園ガイドマップの活用（令和6年秋から試行中の「メタマップ」による歩
行者用ナビを検証予定）

■青少年海の家、管理センター、P-PFI
③園内機関主催事業（ナイトミッション等）のPR告知について、連携する
青少年海の家/管理センター/P-PFIのSNSから発信する。

■青少年海の家
④福岡市環境局主催のラブアース・クリーンアップ（青少年海の家北側海
岸）を実施の際、ニュースリリースを報道関係に投げ込みを行う。

⑤SNS（Instagram・Facebook）をアップする際、＃uminakatabi、＃海の
中道海浜公園をタグ付けする。

○引き続き下記について検討・取組を進めていく予定です。
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今後の予定

■関係機関全体
①他機関のスタッフとの連携（スタッフの継続的連携）
②外部へのイベント出展の継続（各機関の広報誌の配布） など

■マリンワールド、管理センター
③環境省におけるR6年度後期自然共生サイトの認定申請を連携して申請

2．多様な主体が連携した取組

○なお、福岡市市政だよりの掲載については、 市広報課に確認したところ、市
の各事業担当課からの広報依頼が必要と確認が取れましたので、今後も引
き続き市事業担当課に掲載依頼をしたいと考えております。

○本日の協議会では、本資料でご説明した内容を踏まえ、ご意見、ご助言等を
頂きたいと考えています。
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